
　

日
本
の
方
言
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生

ま
れ
て
き
た
の
か
、
そ
ん
な
素
朴
な
疑
問

に
答
え
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
実
際

に
当
市
で
調
査
し
た
地
元
の
方
言
に
つ
い

て
も
取
り
上
げ
る
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も

身
近
な
話
題
の
講
演
会
で
す
。

●
日
時　

10
月
28
日（
土
）14
時
〜
15
時
30
分

●
会
場　

古
典
芸
能
伝
承
の
館　

能
楽
堂

●
講
師　

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　
　
　
　

小
林　

隆
教
授

●
定
員　

１
５
０
名

※
整
理
券
を
市
役
所
市
民
課
、生
涯
学
習

課
、各
公
民
館
、碧
水
園
、勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
、働
く
婦
人
の
家
、ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー

ブ
の
各
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。な
お
、

整
理
券
が
な
く
て
も
入
場
で
き
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

入場無料

①
方
言
の
歴
史
と
白
石
方
言

　
　
　
　
　
　
　
　
（
講
演
会
）

　

プ
ロ
棋
士
の
指
導
に
よ
り
、
市
内
囲

碁
・
将
棋
愛
好
家
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、
愛
好
家
同
士
の
交
流
を
深
め
る
場
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

※

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
日
時　

11
月
26
日（
日
）９
時
〜
15
時

●
会
場　

ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
し
ろ
い
し

　

◇
囲
碁
の
部
（
多
面
打
ち
指
導
対
局
）

　
　

講
師　

宮
崎　

志
摩
子
四
段

　
　

定
員　

20
名
（
先
着
順
）

　

◇
将
棋
の
部
（
多
面
指
し
指
導
対
局
）

　
　

講
師　

中
川　

大
輔
七
段

　
　

定
員　

15
名
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
締
め
切
り　

11
月
６
日（
月
） 参加無料

③
プ
ロ
棋
士
へ
の
挑
戦

　
　

〜
囲
碁
・
将
棋
指
導
大
会

　

白
石
城
お
よ
び
武
家
屋
敷
周
辺
に
、
白

石
に
ち
な
ん
だ
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
を
掲

示
し
ま
す
。

　

城
下
町
「
白
石
」
の
魅
力
を
、
作
品
を

通
し
て
再
認
識
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

10
月
１
日（
日
）〜

11
月
30
日（
木
）

●
会
場　

白
石
城
お
よ
び
武
家
屋
敷
周
辺

●
協
力　

仙
南
歌
人
会
、
蔵
王
俳
句
会
、

　
　
　
　

白
柳
会
、
白
石
川
柳
会

⑤
白
石
城
お
よ
び
武
家
屋
敷
周
辺
に

　

〝
白
石
を
詠
む
〞

　
　
　
　

〜
城
下
町
白
石
を
詠
む
〜

　

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
指
導
者
を
招
い
て
の
サ

ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー

を
通
じ
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く

り
や
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興
、
サ
ッ
カ

ー
の
楽
し
さ
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

11
月
３
日（
祝
）10
時
〜
12
時

　
　
　
　

（
小
雨
決
行
）

●
会
場　

白
石
川
サ
ッ
カ
ー
公
園

●
講
師　

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
指
導
者

●
対
象　

市
内
小
学
生

●
定
員　

１
０
０
名

●
申
し
込
み
方
法

　

市
内
各
小
学
校
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ

で
、
当
日
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
共
催  

白
石
サ
ッ
カ
ー
協
会

参加無料

②
ベ
ガ
ル
タ
仙
台

　
　
　
　
　

サ
ッ
カ
ー
教
室

テ
ー
マ　

「
家
族
の
肖
像
」

　
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」、「
日
々
の
地

図
」な
ど
の
詩
集
を
は
じ
め
、ス
ヌ
ー
ピ
ー
で

お
な
じ
み
の
マ
ン
ガ「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」な
ど
の
翻

訳
、エ
ッ
セ
イ
、自
作
朗
読
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
谷
川
俊
太
郎
氏

と
、俊
太
郎
氏
の
息
子
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
そ
の
時
歴

史
が
動
い
た
」な
ど
の
作
曲
を
手
が
け
た
ピ
ア

ニ
ス
ト・
谷
川
賢
作
氏
と
の
朗
読
と
ピ
ア
ノ
の

夢
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

●
日
時　

平
成
19
年
１
月
13
日（
土
）

14
時
〜
15
時
30
分

●
会
場　

ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ・コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

●
出
演　

谷
川　

俊
太
郎
氏（
詩
人
）

谷
川　

賢
作
氏（
ピ
ア
ニ
ス
ト
／
作
・
編
曲
家
）

●
定
員　

６
０
０
名

※

整
理
券
を
市
役
所
市
民
課
、生
涯
学
習
課
、

各
公
民
館
、碧
水
園
、勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、

働
く
婦
人
の
家
、ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
の
各
窓

口
で
11
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
配
布
し
ま
す
。

入場無料

④
谷
川
俊
太
郎
・
谷
川
賢
作

　

〜
朗
読
と
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

心
身
に
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
を
克
服
し
、
強
く
生
き
よ

う
と
す
る
意
欲
を
高
め
、
ま
た
、
地
域
社

会
の
人
々
が
心
身
障
害
児
者
へ
の
理
解
促

進
を
図
る
場
と
し
て
福
祉
ま
つ
り
と
併
せ

て
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
29
日（
日
）10
時
〜
14
時
30
分

●
会
場　

ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
・
ア
リ
ー
ナ

●
内
容　

ス
テ
ー
ジ
発
表
、展
示
コ
ー
ナ
ー
、

　
　
　
　

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

入場無料

⑥
白
石
市
心
身
障
害
児
者

　
　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム

第14回白石市生涯学習フェスティバル

ホワイトピア２００６ in しろいしホワイトピア２００６ in しろいしホワイトピア２００６ in しろいしホワイトピア２００６ in しろいしホワイトピア２００６ in しろいし
◆申し込み・お問い合わせ先◆

　白石市生涯学習フェスティバル実行委員会（事務局：生涯学習課）
022-1327　422-1451

生涯学習強化月間10月１日（日）～11月30日（木）
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当
訓
練
は
避
難
訓
練
に
重
点
を
置
き
、
避

難
勧
告
の
広
報
・
伝
達
が
き
ち
ん
と
で
き
る

か
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
場
所
ま
で
避
難

す
る
の
に
ど
の
く
ら
い
時
間
が
か
か
る
か
、

連
絡
の
取
れ
な
い
人
や
一
人
暮
ら
し
の
人
な

ど
へ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か
な
ど
の
検
証
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
災
害
時
の
対
応
に
活い

か

す
の
が
目
的
で
す
。

　

ほ
か
に
も
倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
の
負
傷
者

の
救
出
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
、
災
害
時
応

援
協
定
に
よ
る
緊
急
物
資
供
給
訓
練
の
ほ

か
、
負
傷
し
た
際
の
応
急
処
置
や
応
急
担
架

の
作
り
方
と
い
っ
た
応
急
救
護
処
置
訓
練
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
越
河
以
外
の
地
区
に
お
い
て
も
、

同
日
行
わ
れ
る
市
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
に

併
せ
て
防
災
訓
練
を
行
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
ご
み
を
拾
う
際
に
地
区
内
の

危
険
箇
所
を
確
認
し
た
り
、
ご
み
を
公
民
館

ま
で
運
ぶ
際
に
避
難
経
路
を
意
識
し
た
り
し

て
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
で
意
見
交
換
す
れ
ば

有
意
義
な
防
災
情
報
共
有
化
が
で
き
ま
す
。

　

最
近
、
集
中
豪
雨
や
土
砂
災
害
の
ニ
ュ
ー

ス
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。「
記
録
的
な
豪
雨
」、「
観
測
史
上
最
高
」

と
い
っ
た
表
現
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今

は
「
こ
れ
ま
で
大
丈
夫
だ
っ
た
の
だ
か
ら
大

丈
夫
」
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
ら
ず

的
確
な
行
動
を
取
る
た
め
に
は
、
事
前
の
準

備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
準
備
が
訓
練
な

の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
自
主
防
災
組
織
支
援

　

８
月
末
現
在
、
市
内
で
は
８
地
区
１
１
３

自
治
会
の
う
ち
、
４
地
区
19
自
治
会
が
自
主

防
災
組
織
を
設
立
し
て
い
る
ほ
か
、
設
立
に

向
け
て
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

自
治
会
も
複
数
あ
り
ま
す
。
昨
年
10
月
末
に

西
益
岡
自
治
会
が
市
内
最
初
の
自
主
防
災
組

織
を
設
立
し
て
か
ら
１
年
。
越
河
地
区
で
は

す
べ
て
の
自
治
会
で
自
主
防
災
組
織
を
設
立

し
、今
年
８
月
に
連
合
会
を
組
織（
８
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）す
る
な
ど
、市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災

に
対
す
る
意
識
・
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
活
動
を
支
援
す
る
た
め
「
白
石
市
自

主
防
災
組
織
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
定
め
ま

し
た
。
こ
の
要
綱
は
、
自
主
防
災
活
動
で
使

用
す
る
防
災
備
品
整
備
の
た
め
、
自
主
防
災

組
織
を
設
立
す
る
際
に
補
助
を
行
う
も
の
で

す
。
補
助
金
額
は
一
組
織
当
た
り
４
万
円
の

定
額
と
構
成
一
世
帯
当
た
り
百
円
の
世
帯
割

額
の
合
計
額
で
、
10
万
円
が
上
限
と
な
り
ま

す
。

　

申
請
方
法
や
補
助
対
象
備
品
に
つ
い
て
は

要
綱
で
定
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
地
区
公
民
館
、
市
役
所
本

庁
舎
１
階
の
生
活
環
境
課
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

こ
の
補
助
金
に
関
す
る
質
問
や
疑
問
な
点

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
生
活
環
境
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
活
動
に

つ
い
て
の
ご
相
談
も
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲昨年の市総合防災訓練で救急救護訓練に取り組む参加住民の皆さん

土
砂
災
害
防
災
訓
練
を
開
催

し
ま
す　
問
生
活
環
境
課　

☎
２
２

－

１
３
１
４

　　

1010
月月
1515
日
㈰
、
越
河
地
区
に
お
い
て
、
県
と
の
共
催
で
豪
雨
に
よ
る
土

日
㈰
、
越
河
地
区
に
お
い
て
、
県
と
の
共
催
で
豪
雨
に
よ
る
土

砂
災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。

砂
災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。


